
1-01-178 米仲買商・十二野家資料リスト（7件11点）

№ 資料名称 点数 年　代
寸法

（縦*横,cm）
備　考

1
高岡米商会所仲買営業
御認許願等綴

1

①明治25年
(1892)2月13日

②③明治25年
(1892)2月2日

27.8*19.9

罫紙綴り（4丁）。
①「高岡米商会所仲買営業御認許願」
高岡市大字高岡上川原町13番地 平民 十二野長次
郎→農商務大臣 陸奥宗光。陸奥宗光の奥書あり
(同年2月23日)。
②「仲買入社御承認願」
高岡市大字高岡上川原町13番地 平民 十二野長次
郎・高岡米商会所株主 保証人 長谷部兵吉・同 廣
岡久七→高岡米商会所 肝煎。高岡米商会所頭取
八坂金平・肝煎 鳥山敬二郎の奥書あり（同年2月
13日）。
③十二野長次郎履歴書

2
明治25年高岡米商会所
定期米価格高低表

1 明治26年(1893) 30.1*43.5

印刷物。
「高岡米商会所仲買 十二野長次郎」とあり。
「恭賀新年」の文字と明治26年略暦がある。
高岡米商会所（明治26年7月に米穀取引所と改称）
の定期米（先物取引）の価格高低表。暦付きで、
引札のような役割も果たしていた。

3
高岡米穀取引所定期米
価格高低表

4

①明治27年
(1894)1月2日

②明治28年
(1895)1月4日

③明治31年
(1898)1月2日

④明治32年
(1899)1月2日

①29.4*44.0

②29.2*39.6

③28.8*45.1

④30.8*45.5

すべて印刷物。
①「明治26年高岡米穀取引所定期米価格高低表」
高岡商業新報第476号付録。発行：高岡市御馬出町
50番地 高岡新報社。
「高岡米穀取引所 高岡肥料外五品取引所仲買 十
二野長次郎」とあり。
②「明治27年高岡米穀取引所定期米価格高低表」
高岡商業新報第760号付録。発行：高岡市御馬出町
50番地 高岡新報社。
「高岡市御馬出町 十二野商店」とあり。
③「明治30年高岡米穀取引所定期米価格高低表」
高岡商業新報第1592号付録。発行：高岡市御馬出
町50番地 高岡新報社。
「高岡米穀取引所仲買 一野商店」とあり。
④「明治31年高岡米穀取引所定期米価格高低表」
高岡商業新報第1871号付録。発行：高岡市御馬出
町50番地 高岡新報社。

4 電信略語表 2

①明治25年
(1892)1月1日

②明治後期

①33.4*48.0

②33.1*47.2

いずれも印刷物。2枚が1本のこよりでまとめられ
ていたが、外して裏打ちを行った。いずれも上部
中央に大きく破れがあり、判読不可。
①発行：東京日本橋蠣売町1丁目 相場電報舎。
②「岡部商店電信略語表」
発行：東京市日本橋区蠣売町1丁目2番地 東京米穀
取引所仲買人 岡部長左衛門商店。
電信略語とは、電信（電報）を発信する際に必要
な情報を、カタカナなどを用いて記号化したも
の。米取引などに必要な情報（天候・生育状況
等）が記されている。2枚とも「高岡」が記号化さ
れていることから、名古屋や大阪、金沢などと並
び、高岡が米取引の主要な地域の一つであったこ
とがわかる。

5 肥物卸小売営業承認書 1
明治25年
(1892)4月15日

17.7*13.6
高岡市役所→高岡上川原町13番地 十二野長次郎。
肥物(こえもの)商売営業の許可証（米仲買人と兼
業）。

6
高岡新報社本社株主総
会決議通告書

1
明治27年
(1894)2月5日

20.0*14.3
冊子（8頁）。印刷物。
高岡新報社→株主 十二野長次郎。

7 米価相場一覧表 1
昭和30年(1955)
頃

25.1*18.0

冊子（5頁）。印刷物。右側2ヶ所がホッチキス止
めされていたため、外した。
天明元～昭和29年(1781～1954)の米価格相場の一
覧表。明治34年(1901)までは新潟県下の万雑相場
によって調査したもので、明治35年(1902)からは
射水郡二口村（現射水市二口）の万雑生産格と高
岡正米との平均価格によって表されている。

計 11 点
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